
和田地区

弥富地区

根郷地区

内郷地区

千代田地区

臼井地区

うすい東地区

和田地区

弥富地区

根郷地区

内郷地区

佐倉東部地区

志津地区

ユーカリが丘地区

西志津地区

王子台地区

佐倉東部地区

佐倉城の辺地区佐倉城の辺地区

千代田地区

志津地区

ユーカリが丘地区
臼井地区

うすい東地区

西志津地区
志津南地区志津南地区

王子台地区
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９
日
　
地
区
代
表
者
会
議

１０
日
　
地
区
代
表
者
会
議

１１
日
☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
　
　
タ
ー
運
営
委
員
会

２２
日
　
第
１
回
共
同
募
金
会

　
　
　
佐
倉
市
支
会
理
事
会

　
　
　
第
１
回
理
事
会

２８
日
　
第
１
回
評
議
員
会

２９
日
　
地
区
社
協

　
　
　
　
　
事
務
局
長
会
議

 

☆
は
傍
聴
可
能
な
会
議
で
す
。

 

希
望
者
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

行  

事  

予  

定

５
月

社会福祉協議会は、みなさまの会費で運営されています。

　
社
会
福
祉
協
議
会
、
通
称
『
社
協
』

は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
や
行
政
、
福
祉
関
係

者
と
協
力
し
、
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
民
間
の
福
祉
団
体
で
す
。

　
市
社
協
は
、
地
域
福
祉
推
進
の
基

礎
組
織
と
し
て
、
市
内
に
１４
の
「
地

区
社
協｣

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
社
協
は
、
市
社
協
会
長
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
福
祉
委
員
（
住
民
を
代

表
す
る
自
治
会
・
町
内
会
・
区
の
代

表
の
方
、
民
生
・
児
童
委
員
、
学
校
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
福
祉
施
設
の
方
、
個
人
で

参
加
す
る
方
等
）
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
各
地
区
社
協
で
は
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
、
サ
ロ
ン
活
動
、
敬
老
会
等

の
高
齢
者
福
祉
活
動
、
子
ど
も
の
見

守
り
、
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
の
児
童

福
祉
活
動
、
幅
広
い
世
代
の
方
々
の

交
流
活
動
な
ど
様
々
な
地
域
福
祉
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困

り
ご
と
に
対
応
し
た
「
支
え
あ
い
活

動
」
を
展
開
し
て
い
る
地
区
も
あ
り

ま
す
。

　
地
区
社
協
の
活
動
財
源
は
主
に
、

社
協
会
員
（
平
成
２６
年
度
は
４
１
，

３
５
２
世
帯
）
に
な
っ
て
い
た
だ
い

た
住
民
の
年
会
費
５
０
０
円
の
う
ち

３
０
０
円
が
還
元
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
福
祉
委
員
と
し
て
の
活
動
は
、
地

域
の
人
と
交
流
を
広
げ
る
と
い
う
楽

し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
参
加

し
て
、
自
分
た
ち
の
町
を
自
分
た
ち

の
手
で
良
く
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

一般会費　　　　５００円

賛助会員　　　１,０００円

特別会費（個人）
　　　　  　　２,０００円

特別会費（団体）
　　　　　　１０,０００円

●地区社協運営補助金（会費還元金）
　　一般会費の６０％（３００円）
　　賛助会費の８０％
　　特別会費（個人）の９０％

●共同募金還元金

●敬老事業配分金
　　市委託事業、敬老会のみに使用

●寄附金

１４地区社協

地
区
社
協
の
主
な
財
源

市
社
協
会
費(

年
額
一
口)

  

「
わ
ー
、
で
っ
か
い
ぞ
ー
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
も
で
つ
な
が
る
地
域
の
輪

小学生が心をこめて祝賀演奏「敬老会」“孫”の手にこぼれる笑顔「世代間交流」
子どももおとなも楽しく集う
「お話しフェスティバル」

  
心
も
か
ら
だ
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

　
　 
「
マ
マ
の
ほ
っ
と
タ
イ
ム
」

急坂途中にベンチがあったらの声で
始まった「どっこいしょベンチ」づくり



　
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の

広
報･

啓
発
活
動
と
一
人
ひ
と

り
に
寄
り
添
う
相
談
や
支
援
を

行
う
の
が
「
佐
倉
市
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、
セ

ン
タ
ー
）
で
す
。

①
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談

　「
成
年
後
見
制
度
っ
て
ど
ん

な
時
に
使
う
の
？
」「
親
の
成
年

後
見
人
に
な
り
た
い
け
ど
、
手

続
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」

と
い
っ
た
、
相
談
や
気
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
所
時
間
：
　

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

　（
土
・
日
曜
、
祝
日
、

　
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
休
み
）

②
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

　
成
年
後
見
制
度
は
、
法
律
的

な
知
識
や
判
断
が
必
要
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

で
は
、
制
度
に
関
す
る
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。
電
話
相
談

も
可
能
で
す
。

相
談
日
：
毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　（
事
前
予
約
可
）

　
　
℡
（
４
８
４
）
０
６
９
８

場
所
：
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

　
　
　
佐
倉
　
３
階
相
談
室

③
市
民
後
見
人
の
養
成

　
身
近
な
支
援
者
と
し
て
市
民

後
見
人
を
養
成
し
、
後
見
業
務

の
受
任
や
活
動
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。
併
せ
て
市
民
後
見
人

の
養
成
を
通
し
て
、
住
民
参
加

に
よ
る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

④
成
年
後
見
制
度
の
広
報
啓
発

　
成
年
後
見
制
度
が
暮
ら
し
に

必
要
な
身
近
な
制
度
で
あ
る
こ

と
を
広
め
て
、
正
し
く
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
講
演
会
な

ど
に
よ
る
啓
発
活
動
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

　
本
年
４
月
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
働
き
た
く
て
も

働
け
な
い
、
経
済
的
に
困
っ
て

い
る
け
ど
、
だ
れ
に
相
談
し
た

ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、
な
ど

の
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
関
係
機
関
が

連
携
し
て
課
題
解
決
に
向
け
た

支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　
本
事
業
の
受
託
に
あ
た
っ
て

は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
就
労
を
手

が
け
る
『
社
会
福
祉
法
人
生
活

ク
ラ
ブ
』、
障
害
者
就
労
支
援

で
実
績
の
あ
る
『
社
会
福
祉
法

人
光
明
会
』
と
の
共
同
事
業
体

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
で
は
、
仕
事
や
家
計

収
支
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
受

け
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
合
っ
た

生
活
再
建
に

向
け
た
プ
ラ

ン
を
ご
本
人

と
一
緒
に
立

て
、
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
学
習
支
援
を
実
施

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
て
の
支
援

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
本
会
で
は
、
寄
附
し
て
い
た

だ
い
た
食
料
や
生
活
用
品
を
必

要
な
人
に
届
け
る
善
意
銀
行
事

業
や
、
貸
付
事
業
な
ど
と
も
連

携
し
な
が
ら
事
業
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
各
種
相
談
や
ご
寄
附
、

制
度
に
関
す
る
勉
強
会
な
ど
に

つ
い
て
は
、
左
記
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　
生
活
支
援
班

　
　
℡
（
４
８
４
）
６
２
０
０

第１８３号（２）２０１５年５月１日

平成２７年度 佐倉市社会福祉協議会事業計画・予算概要
　
平
成
２７
年
度
は
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
の
施
行
や
介
護
保
険
制
度
の
改

正
な
ど
、
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
国
で
は
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
高
齢
者
も
、
住

み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
、「
医
療
・
介
護
・
介

護
予
防
・
生
活
支
援
・
住
ま
い
」
の
５

つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
受
け
ら
れ

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

を
掲
げ
て
お
り
、
団
塊
の
世
代
が
７５
歳

以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
を
視
野
に
入

れ
た
取
り
組
み
が
、
今
後
さ
ら
に
活
発

に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
会
は
創
設
６０
周

年
を
迎
え
、
住
民
参
加
に
よ
る
助
け
合

い
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、
地
域
の

福
祉
力
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

各
種
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
と
社

会
的
孤
立
の
防
止
が
重
要
と
の
認
識
に

立
ち
、
地
区
社
協
と
一
体
的
に
策
定
す

る
第
５
次
佐
倉
市
地
域
福
祉
活
動
計
画

の
策
定
、
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
や
社

会
福
祉
法
人
の
相
互
連
携
を
含
め
、
各

種
地
域
福
祉
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

１
．
第
５
次
佐
倉
市
地
域
福
祉
活
動
計

　
画
の
策
定

　
平
成
２８
年
度
か
ら
の
５
カ
年
計
画
で

あ
る
「
第
５
次
佐
倉
市
地
域
福
祉
活
動

計
画
」
を
策
定
し
、
そ
の
推
進
に
努
め

ま
す
。
第
５
次
計
画
は
、
市
社
協
、
地

区
社
協
が
実
施
主
体
と
な
り
、「
３
本

の
柱
」（
生
活
困
窮
者
支
援
、
支
え
あ

い
活
動
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
）
を

掲
げ
、
市
社
協
、
地
区
社
協
の
一
体
的

な
計
画
と
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
な
特
徴

で
す
。
ま
た
、
同
時
進
行
で
策
定
中
の

第
３
次
佐
倉
市
地
域
福
祉
計
画
（
行
政

計
画
）
と
の
整
合
を
図
り
、
佐
倉
市
と

共
催
に
よ
る
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

お
い
て
、両
計
画
の
骨
子
案
を
公
表
し
、

緊
密
な
連
携
に
よ
る
活
動
展
開
を
図
り

ま
す
。

２
．
個
別
生
活
支
援
活
動
の
充
実

　
平
成
２６
年
度
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ
ル
事

業
の
成
果
を
踏
ま
え
、
他
の
２
法
人
と

の
共
同
事
業
体
と
し
て
「
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
地
区
社
協
の
支
え
あ
い
活
動
、
生

活
福
祉
資
金
等
貸
付
事
業
、
善
意
銀
行

事
業
、
生
活
困
窮
世
帯
子
ど
も
支
援
事

業
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
移
動
サ
ー
ビ
ス
、

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
、
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
よ

る
学
習
支
援
活
動
な
ど
、
関
係
機
関
等

と
の
連
携
を
密
に
し
、
個
別
生
活
支
援

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
．
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

　
置
に
向
け
た
取
り
組
み

　
大
規
模
地
震
の
発
生
な
ど
に
よ
り
、

災
害
へ
の
対
応
は
今
後
益
々
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
会
は
、
佐
倉
市

と
の
協
定
書
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
及

び
発
生
後
に
被
災
者
支
援
や
避
難
所
の

運
営
な
ど
応
急
・
復
旧
活
動
を
行
う
た

め
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

設
置
・
運
営
を
担
う
役
割
が
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
と
被
災
者
の
生
活

再
建
に
つ
な
げ
る
た
め
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
訓
練
を
行

い
、
各
協
力
団
体
と
連
携
し
、
円
滑
な

設
置
・
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

【
事
業
基
本
方
針
】

【
重
点
実
施
事
項
】

勘定科目 当初予算額
＜事業活動による収支＞　
＜収　入＞
　会費収入 23,193
　寄附金収入 4,231
　経常経費補助金収入 66,104
　受託金収入 198,093
　貸付事業収入 3,775
　事業収入 10,339
　負担金収入 858
　介護保険事業収入 47,350
　障害福祉サービス等事業収入 37,841
　収益事業収入 24,154
　受取利息配当金収入 1,308
　その他の収入 332
事業活動収入計⑴ 417,578
＜支　出＞
　人件費支出 235,287
　事業費支出 147,501
　事務費支出 30,902
　収益事業支出 11,000
　貸付事業支出 4,200
　助成金支出 17,670
　負担金支出 50
　法人税、住民税及び事業税支出 515
　分担金支出 13,456
事業活動支出計⑵ 460,581
事業活動資金収支差額⑶＝⑴－⑵ △ 43,003
＜施設整備等による収支＞　
＜収　入＞
施設整備等収入計⑷ 0
＜支　出＞
施設整備等支出計⑸ 0
施設整備等資金収支差額⑹＝⑷－⑸ 0
＜その他の活動による収支＞　
＜収　入＞
　基金積立資産取崩収入 24,336
　積立資産取崩収入 1,300
その他の活動収入計⑺ 25,636
＜支　出＞
　基金積立資産支出 200
　積立資産支出 2,555
　その他の活動による支出 6,095
その他の活動支出計⑻ 8,850
その他の活動資金収支差額⑼＝⑺－⑻ 16,786
予備費支出⑽ 500
当期資金収支差額合計⑾＝⑶＋⑹＋⑼－⑽ △ 26,717
前期末支払資金残高⑿ 31,965
当期末支払資金残高⑾＋⑿ 5,248

平成２７年度　予  算  概  要

法人全体　資金収支当初予算書  （単位：千円）

本紙「社協さくら」は共同募金の配分金で作られています。

支
援
が
必
要
な
方
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
会
で
は
、
次
の
２
事
業
（
佐
倉
市
成
年
後

見
支
援
セ
ン
タ
ー
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
）
を
佐
倉
市
か

ら
受
託
し
て
い
ま
す
。

受
託
事
業
の
ご
紹
介

佐
倉
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

あ
な
た
の
再
ス
タ
ー
ト
を

　
　
　
　
　
　
　

応
援
し
ま
す

成年後見制度講演会



 移動サービス  協力会員（サポーター）募集！ 　
　
　
　
　
　
　
　
根
郷
地
区

　
　
　
　
　
　
　
社
協
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
地
区
の
３
小

　
　
　
　
　
　
　
学
校
（
根
郷

　
　
　
　
　
　
　
小
、
寺
崎
小
、

山
王
小
）
の
児
童
と
保
護
者
を

対
象
に
、
自
分
た
ち
の
故
郷
の

歴
史
・
自
然
・
文
化
・
環
境
等

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
心

豊
か
に
す
く
す
く
と
成
長
す
る

た
め
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
願

い
か
ら
、
毎
年
「
町
た
ん
け
ん
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ポ
ス
タ
ー
掲
示
と
３
小
学
校

の
協
力
に
よ
り
参
加
者
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事

前
に
地
区
代
表
者
へ
の
協
力
依

頼
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
た
ん

け
ん
手
帖
を
作
成
し
、
コ
ー
ス

の
理
解
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
第
８
回
の
「
町
た
ん
け
ん
ｉ

ｎ
馬
渡
」
は
、
昨
年
１０
月
１８
日
、

秋
空
の
下
、
約
４０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
馬
渡
地
区
は
、
江
戸
時
代
成

田
詣
で
の
宿
場
や
物
資
の
集
積

地
と
し
て
賑
わ
い
、
今
な
お
当

　
　
　
　
　
　
時
の
佇
ま
い
を

　
　
　
　
　
　
色
濃
く
感
じ
さ

　
　
　
　
　
　
せ
る
風
情
の
あ

る
町
並
み
で
す
。

　
最
初
に
馬
渡
の
総
鎮
守
「
八

坂
神
社
」
を
参
詣
。
次
に
江
戸

時
代
か
ら
の
庶
民
信
仰
の
あ
り

方
を
今
に
伝
え
、
保
存
会
に
よ

っ
て
大
切
に
保
全
さ
れ
て
い
る

「
下
総
馬
渡
百
観
音
」
を
散
策

し
ま
し
た
。

　
次
は
明
治
二
十
年
頃
の
制
作

「
馬
渡
郵
便
局
の
黒
ポ
ス
ト
」

を
鑑
賞
し
、古
刹「
善
養
院
」へ
。

ご
住
職
か
ら
は
御
仏
様
の
教
え

を
説
い
て
頂
き
ま
し
た
。
最
後

は
、蔵
元「
旭
鶴
酒
造
」を
見
学
。

　
参
加
者
一
同
、
地
区
の
歴
史
・

文
化
・
自
然
・
環
境
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
同
時
に

お
互
い
の
交
流
も
深
ま
っ
て
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
町
た
ん

け
ん
と
な
り
ま
し
た
。

（３）第１８３号 ２０１５年５月１日

快適・安心・安全をお届けします
イオン＆旬鮮館と３２の専門店
駐車料金２時間半まで無料

京成臼井駅前  ℡ ０４３－４６１－１８７１
 〒２８５－０８３７  佐倉市王子台１－２３

地域福祉は、福祉委員・ボランティアに支えられています。

佐倉市社会福祉協議会では、
本紙「社協さくら」の
広告掲載企業・団体を
募集しております。

問合せ　【総務班】℡　４８４－６１９７
http://www.sakurashakyo.or.jp

広告募集

旭鶴酒造

馬渡郵便局の黒ポスト

八坂神社

根
郷
地
区
社
協

 移動サービス  協力会員（サポーター）募集！

あなたも地域の福祉活動はじめませんか！
 「移動サービス」って何ですか？ 

　バスや電車、タクシーなどの公共交通機関の利用が困難な高齢者や障が
いをお持ちの方を対象に、福祉車両を使って外出の支援を行うサービスで
す。ご自宅と目的地の間の送迎を行います。乗降時の介助などを組み合わ
せてサービスを提供します。

 「協力会員（サポーター）」って何？

　福祉車両を運転し、必要な介助を行い、利用会員（メンバー）の外出を
支える方です。

　いつもとても親切にして頂いています。高齢なので
ちょっとしたブレーキでも体に負担がかかるのです
が、サポートして下さる方々の運転はやさしいので体
に負担がなく気持ち良く乗っていられます。

利用者の声

 サポーターの声（Ｋさん）

　定年退職後、地域社会のために何かできないか考え
ていました。ある日、移動サービスのチラシを見かけ
たのがきっかけで活動に参加しました。地区社協の福
祉委員もしていますが、この経験を地域に持ち帰って
自分たちで移動支援ができないか考えています。
　これから、地域や人のために何か活動したいと考え
ている人の参加をお待ちしています。

以下の要件すべてを満たした方。あらかじめ登録が必要です。
①普通第１種または第２種運転免許を有する方
②運転歴１０年以上の方
③申請前３年間運転免許停止処分を受けていない方
④初年度登録時６８歳未満。活動は満７５歳まで
⑤本会が実施する「協力会員（サポーター）研修」を受講した方

 サポーターになるには？

新規協力会員（サポーター）向け研修会を実施致します。

平成２７年６月６日（土）～７日（日）　午前９時～午後５時
内　容：講義、運転実技・介護技術等について
定　員：２０名（電話かＦＡＸで事前に申込み）
締切り：５月３１日（日）
問合せ：移動サービス（小林）　℡（４８４）４３１９
　　　　　　　　　　　　　　　　（４８６）２５１８

　
市
内
の
篤
志
家
の
厚
意
に
よ

り
、
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家

庭
で
育
っ
た
学
習
意
欲
と
能
力

の
優
れ
た
生
徒
に
大
学
・
短
期

大
学
の
学
費
を
支
給
し
、
未
来

の
有
能
な
人
材
育
成
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
９
名
が
こ

の
事
業
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
奨
学
生
同
士
の
親

睦
を
深
め
つ
つ
、
自
分
た
ち
の

企
画
で
地
域
の
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
行
事
を
や
ろ
う

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
夏
と

冬
に
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
夏
の
研
修
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
佐
倉

こ
ど
も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
子
ど

も
た
ち
と
草
ぶ
え
の
丘
で
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
冬
の
研
修
で
は
、

志
津
地
区
社
協
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
志
津
地
区
社
協
が
経

営
す
る
「
ふ
れ
愛
喫
茶
」
で
、

奨
学
生
お
手
製
の
房
総
太
巻
き

寿
司
と
豚
汁
の
販
売
。
そ
し
て

近
所
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
を
企
画
し
ま

し
た
。
こ
の
企
画
の
目
玉
で
最

大
の
挑
戦
は
房
総
太
巻
き
寿

司
。「
笑
ち
ゃ
ん
」、「
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
」、「
バ
ラ
」
の
３
種
類

の
絵
柄
を
き
れ
い
に
つ
く
る
こ

と
で
し
た
。

　
こ
の
難
題
に
同
地
区
に
お
住

ま
い
で
、
管
理
栄
養
士
と
し
て

４０
年
以
上
の
経
歴
の
あ
る
小
林

由
喜
子
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
の
指
導

に
よ
り
数
日
間
か
け
て
準
備
し

ま
し
た
。
そ
し
て
迎
え
た
２
月

１６
日
。
当
日
は
事
前
準
備
の
成

果
で
見
事
な
房
総
太
巻
き
寿
司

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
豚
汁
は
、
里
芋
の
皮
む
き
に

苦
戦
し
な
が
ら
も
、
志
津
地
区

社
協
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協

力
で
美
味
し
い
豚
汁
が
完
成
。

販
売
で
は
、
来
店
さ
れ
た
地
域

の
方
に
奨
学
生
が
味
の
感
想
を

聞
い
た
り
、
世
間
話
し
た
り
楽

し
い
ひ
と
と
き
を

地
域
の
皆
さ
ん
と

過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
を
通

じ
て
奨
学
生
は
、

地
域
住
民
同
士
の

支
え
あ
い
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

太
巻
き
寿
司
作
り
で
地
域
と
交
流

太
巻
き
寿
司
作
り
で
地
域
と
交
流

太
巻
き
寿
司
作
り
で
地
域
と
交
流

菊
地
久
治
勉
学
奨
励
金
奨
学
生

第
８
回
　
町
た
ん
け
ん 

in 

馬
渡



西
志
津
芸
能
祭

第１８３号（４）２０１５年５月１日

社会福祉協議会は、特別会員・賛助会員を募集しています。

福祉総合相談所
●心配ごと相談（民生･児童委員）
〔相談場所・日時〕１０：００～１５：００
　月：社会福祉センター２階
　　　　　　　　℡（４８４）６１９９
　水：西部地域福祉センター２階
　　　　　　　　℡（４６３）４４３３
　金：南部地域福祉センター１階
　　　　　　　　℡（４８３）７２１１

●介護相談（ケアマネジャー）
〔相談場所・日時〕
　第３金曜日　１０：００～１１：３０
　南部地域福祉センターＡ棟
　　　　　　  ℡（４８６）５１５１
　第２火曜日　１０：００～１２：００
　西部地域福祉センター
　　　　　　  ℡（４６３）４１６７

●法律相談（弁護士）
〔相談場所・日時〕
　第４月曜日（１１月のみ第３月曜日）
　１０：００～１５：００　
　社会福祉センター２階にて
　９：００受付開始（先着順、８名まで）

●介護生活相談  ℡（４８４）６１９６

●貸付相談　　　℡（４８４）６２００
〔相談場所・日時〕
　社会福祉協議会事務局
　月～金曜日　８：３０～１７：００

※祝日は相談を行いません。
［問合せ］生活支援班
　　　　　　    ℡（４８４）６２００

※電話相談不可。祝日・休所日を除く。

●ボランティア相談
　佐倉市ボランティアセンター
　　　　　　　　℡（４８４）６１９８
　西部地域福祉センター
　　　　　　　　℡（４６３）４１６７
　南部地域福祉センター
　　　　　　　　℡（４８３）２８１１

　ひとり親家庭で低所得世帯の意欲と能力のある学生の
学費を援助。奨学金給付年数は最短修了年限までの期間
で年間１５０万円を限度に支給します。

応募期間：平成２７年６月１日（月）～６月３０日（火）
募集人数：若干名
選考方法：書類選考及び面接等による
対 象 者：佐倉市内在住のひとり親家庭、日本の高等学
　　　　　校に在籍し、日本の４年制大学・短期大学へ
　　　　　の進学を目指している満２０歳未満の方。その
　　　　　他、奨学生対象となるにはいくつかの条件・
　　　　　制限がありますので、お問い合わせください。

問合せ・申込み
　　　　　　まちづくり推進班　℡（４８４）６０３３

－大学進学者対象－

寄附者ご芳名　  　　　（平成２７年２月１日～
（敬称略）  　　　   平成２７年３月３１日）

ありがとうございました。福祉事業に活用させていただきます。

寄附者氏名・団体 金額（円）

はらぺこ・さくら（２件） 6,000
チャリティーアコーディオンコンサート実行委員会 163,610
南部地域福祉センター教養教室発表会実行委員会 7,308
普門院写経会 50,000
全国友の会佐倉支部 10,000
（公社）全日本不動産協会千葉県本部北総支部 50,000

自
２７
・
２
・
１

至
２７
・
３
・
３１

＝
敬
称
略
＝

善
意
銀
行
預
託
・
払
出
し

日　時　５月２８日（木） 午前１１時～
場　所　佐倉市民音楽ホール
入場料　３,０００円
ゲスト　北川裕二さん（福島出身）
問合せ　℡０９０－３０９０－１０９９（三浦）
主　催　三浦会
後　援　佐倉市社会福祉協議会
　　　　佐倉市交通安全協会
　※入場料などの収益金は佐倉市社協
　　と交通遺児に贈呈されます。

　
新
年
度
が
始
ま
る
頃
、
面
白

い
記
事
を
目
に
し
た
。
平
成
２７

年
度
新
入
社
員
の
タ
イ
プ
は

「
消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
型
」。

　
現
役
生
な
ら
東
日
本
大
震
災

後
に
大
学
に
入
学
し
、
高
校
の

卒
業
式
が
ま
さ
に
震
災
当
日
だ

っ
た
り
、
震
災
後
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
様
々
な
状
況
の

変
化
に
も
ま
れ
、
柔
軟
性
を
持

つ
が
、
厳
し
い
指
導
に
は
耐
性

が
低
い
傾
向
に
あ
る
ら
し
い
。

　
上
司
が
熱
を
入
れ
る
（
熱
血

指
導
す
る
）
と
、
色
（
個
性
）
が

消
え
て
し
ま
っ
た
り
、
使
い
勝

手
の
良
さ
か
ら
酷
使
す
る
と
、

す
ぐ
に
イ
ン
ク
が
切
れ
て
（
早

期
に
退
職
）
し
て
し
ま
っ
た
り

す
る
。
若
者
が
、
い
か
に
定
着

し
会
社
の
戦
力
に
な
る
か
「
中

堅
、
ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
腕
の
見

せ
ど
こ
ろ
」
で
あ
る
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｆ
・
Ｋ
）

【
金
銭
預
託
】

　
早
坂
　
光
恵
　
　
　
　
　
　
　
三
六
、
〇
〇
〇
円

【
金
銭
払
出
】

　
帰
宅
旅
費
　
　
　
５
件
　
　
　
　
一
、
五
七
〇
円

　
災
害
見
舞
金
　
　
３
件
　
　
　
四
〇
、
〇
〇
〇
円

【
物
品
預
託
】

　
立
﨑
　
一
夫
　
　
缶
詰
・
も
ち
、
米
４
㎏

　
匿
名（
４０
名
） 

　
　
日
用
品
等
（
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
乳
幼
児
用

　
　
紙
オ
ム
ツ
、布
団
、洗
剤
、電
気
ヒ
ー
タ
ー   

等
）

　
　
介
護
用
品
（
紙
オ
ム
ツ
、
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ
・

　
　
尿
取
り
パ
ッ
ド
、
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
、
車
い
す
、

　
　
杖
、
防
水
シ
ー
ツ
　
等
）

　
　
衣
料
品
（
靴
下
、
ス
ー
ツ
　
等
）

　
　
食
料
品
（
米
、
カ
ッ
プ
麺
、
乾
麺
、
缶
詰
、
ド

　
　
レ
ッ
シ
ン
グ
、
野
菜
、
菓
子
、
飲
料
　
等
）

【
物
品
払
出
】

　
　
日
用
品
等
（
洗
剤
、
布
団
、
電
気
ヒ
ー
タ
ー
、

　
　
ラ
ン
ド
セ
ル
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
風
呂
場

　
　
滑
り
止
め
マ
ッ
ト
　
等
）

　
　
介
護
用
品
（
紙
オ
ム
ツ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
、
シ

　
　
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
、
車
い
す
、
杖
　
等
）

　
　
衣
料
品
（
肌
着
、
ズ
ボ
ン
、
ス
ー
ツ
、
寝
間
着

　
　
等
）

　
　
食
料
品
（
米
、
缶
詰
、
野
菜
、
カ
ッ
プ
麺
、
調

　
　
味
料
、
ア
ル
フ
ァ
米
、
パ
ン
缶
、
ス
ー
プ
、
飲

　
　
料
、
菓
子
、
粉
ミ
ル
ク
　
等
）

　
　
福
祉
機
器
（
バ
ス
ボ
ー
ド
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
）

菊地久治勉学奨励金奨学生 募集菊地久治勉学奨励金奨学生 募集
平成２８年度

寄附者ご芳名　  　　　（平成２７年２月１日～
（敬称略）  　　　   平成２７年３月３１日）

寄附者氏名・団体 金額（円）

はらぺこ・さくら（２件） 6,000
チャリティーアコーディオンコンサート実行委員会 163,610
南部地域福祉センター教養教室発表会実行委員会 7,308

「
佐
倉
の
菖
蒲
娘
」
が
お
迎
え
し
ま

す
。
野の

だ

て点
・
模
擬
店
な
ど
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

日
　
時
　
６
月
１３
日
（
土
）・

　
　
　
　
　
　
１４
日
（
日
）　
　

　
　
　
　
午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時

（
雨
天
決
行
）

場
　
所
　
佐
倉
城
址
公
園
菖
蒲
田

募
　
集
　
佐
倉
の
菖
蒲
娘
　
３
名

主
　
催
　
菖
蒲
ま
つ
り
実
行
委
員
会

問
合
せ
　
佐
倉
城
の
辺
地
区
社
協

　
　
　
　
℡
（
４
８
４
）
６
０
３
３

　
佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
多
く
の
地
域
住
民

の
み
な
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、

お
か
げ
さ
ま
で
今
年
度
６０

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、

６０
周
年
を
記
念
し
て
作
成

し
た
も
の
で
す
。

　
今
年
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
目
に
す
る
機
会
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　健康長寿を保つための耳より情報や秘訣
と手軽にできる予防運動などの実践を交え
ながらのトークショーです。
日時：５月１６日（土）午後１時３０分～
場所：南部地域福祉センター
内容：講演　「健康長寿社会を生き抜く
　　　　　　　　　　知恵とズボラ運動」
　　　　　　酒井綱一郞（日経ＢＰ取締役）
　　　ヴァイオリン演奏
　　　　　　小川みずき
入場料：無料　　定員：１００名（要申込み）
　　※ご来場者に「スポーツボトル５点セット」

　　　　　　　　　　　　　　　 をプレゼント

問合せ・申込み：
　　社会福祉法人愛光
　　後援会「愛の灯台基金」（河田・栁村）
　　　　　　　　℡（４８４）６３９８
　　　　　　　　　（４８４）６３９６

 Ａｉｋｏｈ フォーラム２０１５

佐
倉
市
社
協
６０
周
年

佐
倉
市
社
協
６０
周
年

　

皆
様
の
お
い
で
を

　
　
　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
５
月
３１
日
（
日
）

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜

場
所
　
西
志
津
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
２
階

主
催
　
西
志
津
芸
能
連
盟

問
合
せ
　
西
志
津
地
区
社
協

　
　
℡
（
４
６
０
）
１
７
８
２

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
収
益
金
の
一
部
は

福
祉
活
動
に
寄
附
さ
れ
ま
す
）


